


○令和４年度中に調査結果をとりまとめ、民間事業者による具体的な立地計画が策定される前の段階
の、拠点データセンターの立地及び事業実施の可能性に関する調査を実施

○データセンター立地における優位性の確保のため、レジリエンス強化、再生可能エネルギー等の効
率的活用、通信ネットワーク効率化等を調査

○経済産業省が目指す国内の最適配置の役割を担うため、データセンター事業者を誘致

■レジリエンス強化
・大型蓄電池の活用が可能
恵那電力(株)※の取組み
※恵那市と日本ガイシ、中部電力ミライズの出資会社

・地理的特徴
丘陵地で地盤が強固な内陸部、
地震や津波に強い

■再生可能エネルギー等の効率的活用
・再生エネルギーを供給
水力発電出力 約２９２MW
大井発電所、笠置発電所、
上矢作第１発電所等 １５箇所

■通信ネットワークの効率化
・中部経済圏とのネットワーク効率化
（全国的にシェアの高いモノづくり産
業集積地）

・輸送用機械工業
製品出荷額 約３０兆円

NAS電池とは・・・
NAS電池は、負極にナトリウム、正極に硫黄、両電極を隔てる電解質にファインセラミックスを用いて、硫黄とナトリウムイオンの化学反応で充放電を繰り
返す蓄電池（二次電池）



東京駅

◇ アクセス

岐阜県駅

恵那駅

東京駅

名古屋駅

恵那駅

リニア
約３４分

鉄道
約５分

新幹線
約９５分

鉄道
約４０分

＜リニア開業後＞ ＜従来＞

○リニア中央新幹線の整備中、岐阜県中津川市（隣接市）に岐阜県駅（仮称）建設予定
➤東京から恵那市までリニア開業後の所要時間は約４０分 *岐阜県試算

※ほぼＪＲ山手線半周とほぼ同じとなり通勤圏内に！
➤東京から恵那への移動時間は大幅に短縮
新幹線利用で１３５分、リニア開業後には約９５分短縮され約４０分！
東京から某データセンター銀座への半分の時間で移動が可能に！

○岐阜県駅周辺には、中部総合車両基地（仮称）が整備予定
➤車両基地周辺には様々な産業の集積が期待



中央自動車道
／国道１９号

N



岐阜県

○岐阜県恵那市は、東京と大阪の中間に位置し、
リニア中央新幹線の開業により東京からのアクセ
スが大幅に向上

○中央自動車道に近接し、東京と大阪を結ぶ東名高
速道路・名神高速道路へのアクセスが優れている



【補助金名】岐阜県企業立地促進事業補助金（令和４年９月末現在）

※補助対象外経費：土地、家屋、償却資産が対象となります。詳細は担当まで問合せください。

※土地の取得については、その取得の日から１年（未造成にあっては３年）以内に当該土地を敷地とする家屋の建設があった場合に限る。

■岐阜県

■恵那市 【制度名】企業等立地（再投資）奨励金



MEMO



✉

✉

日本初のダム式発電発祥の地
（大井ダムと福沢桃介像）


